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　大阪府レディースバドミントン連盟は、本年７月創立50周年を迎え
ます。去る６月２８日に、インターコンチネンタルホテル大阪にて、連
盟員の皆様、お世話になった関係者の皆様とともに栄えある50周年の
祝賀会を持ち、その喜びを分かち合いました。この記念すべき年に、
会長として立ち会う機会を得た光栄に深く感謝いたします。

　１９７5年に大阪府家庭婦人バドミントン連盟が創設された当時、文字通り女性は
家庭にあるべきという社会通念がまかり通っていました。しかし私たち連盟は、
女性が自立し輝いてこそ家庭は円満であり、子供達は幸せであり、社会が輝くと
いう理念のもと、女性バドミントンの啓蒙とその楽しみを通じて、社会との関わ
りを考えてまいりました。
　思い返せば数々の思い出が浮かびますが、特筆するべきはやはり１９９5年国際大会の立ち上げでしょうか。レディー
ス連盟と名称も変わり、来たるべき国際社会を見据えたグローバルな視野の元、大会会長でありました嶋久雄先生は、
世界の友人が手に手を取って友好親善の輪を紡ごうと提唱されました。それを女性の手で、女性のみの運営で世に送
り出すリーダーとなったのが連盟創設者であります村井広美でした。初期の苦労は言葉に余りますが、皆様のご理解
を得ながら、その種は成長し、花をつけ、今では実に３00名に迫る海外選手を迎える人気ある大会に成長いたしました。
　この大会を通じて私たちは多くのものを学びました。連盟員の皆様にも身を切るご協力をいただきました。会場
の確保、資金の調達、大会の運営と参加選手の確保等々。連盟一体となり頑張るその過程で得た人と人との絆は日
本に留まらず、地球規模で広がっています。信頼が紡ぐ絆は、国と国との垣根をなくし、地球人としての意識をも
たらせてくれました。これこそがこの50年で得た私たちの自信であり宝物でありましょう。
　令和３年に、この創立50周年に立ち会うことなく、先の名誉会長村井広美を見送りました。50年を共に歩んでま
いりました盟友達も、永遠にその場に留まることはできません。過去の歴史が積み上げてきた業
績の上に、次の世代の連盟を思い描く時節となりました。来し方の輝く光を灯台としながら、私
たちは新しい可能性を探す航海に出発いたします。それは変化に強く、大きな夢と目標を持つ、
強い意志のある船でなくてはなりません。その新しい船出を次の世代の連盟員の皆様に委ねます。
自分をも高め、そして持てる力を社会へも還元できる、勇気ある航海を期待いたします。
　50年間、深いご理解とご支援をいただきました関係各位に厚くお礼を申し上げます。
皆様なくして私たちの今日はありません。どうか次の世代が目指
す足元をも、変わらぬ温かさで照らしていただくことをお願いし、
連盟創立50周年に寄せての言葉といたします。

大阪府レディースバドミントン連盟
会長　葊瀨 園子
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閉会のあいさつ
理事長　竹田　由美子

乾杯　ヨネックス株式会社
平野　耕作様

謝辞
受賞者代表　上田　光代

祝辞 大阪府バドミントン協会
会長　銭谷　欽治様

令和６年６月28日（金）　インターコンチネンタルホテル大阪令和６年６月28日（金）　インターコンチネンタルホテル大阪

創立50周年記念受賞者一覧（敬称略）創立50周年記念受賞者一覧（敬称略）

記念式典祝賀会記念式典祝賀会

◀ 感謝盾贈呈
ヨネックス株式会社様
株式会社ゴーセン様
ミズノ株式会社様
ヒロウン株式会社様

▲ 技能賞　個人の部
竹田由美子・林　美津代・岡田　順子・
栗栖　真弓・磯山　浩美・

（常井　理佐）・（松本　美和）

功 労 賞

感 謝 盾 技 能 賞

個人の部

団体の部

▲ 技能賞　団体の部
あいCLUB・高石クラブ

▲ 功労賞
上田　光代・池田紗千子・土肥　昌代・

（西野　幸子）

◀ 感謝盾贈呈
大一スポーツ株式会社様
ジョイテニス様
有限会社チャンプ様

ヨネックス株式会社様
株式会社ゴーセン様
ミズノ株式会社様
ヒロウン株式会社様
大一スポーツ株式会社様
ジョイテニス様
有限会社チャンプ様

全日本選手権大会都道府県対抗の部代表として 10回以上出場
竹田由美子（東大阪M.B.C）	 林　美津代（門真クラブ）
常井　理佐（桜ヶ丘クラブ）	 岡田　順子（清水クラブ）
松本　美和（鴨谷クラブ）	 栗栖　真弓（清水クラブ）

全日本競技大会個人戦	優勝３回以上
林　美津代（門真クラブ）	 竹田由美子（東大阪M.B.C）
磯山　浩美（東大阪M.B.C）

全日本選手権大会クラブ対抗の部	全国優勝
あいCLUB

連盟団体リーグ戦に於いて連続 10回以上優勝
高石クラブ

上田　光代
池田紗千子
西野　幸子
土肥　昌代
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試合結果
令和６年度

近畿レディースバドミントン競技大会
日時：令和６年５月２5日（土）
会場：和歌山ビッグウエーブ

優　勝　鴨谷クラブ（大阪府）
準優勝　あいCLUB（大阪府）
３　位　春円クラブ（奈良県）

第42回全日本レディースバドミントン選手権大会
（クラブ対抗）大阪府予選会

日時：令和６年４月１９日（金）２２（月）
会場：東大阪市立総合体育館

優　勝　あいCLUB
準優勝　鴨谷クラブ
３　位　豊中シスターズ

＊�入賞３クラブは７月２5日（木）～２８日（日）第4２回全日本
レディース選手権大会（新潟県）に出場します。

　今年、大阪で開催された大会
では、７府県から１5１名の方々
にご参加いただきました。
　皆さま、ほぼ初対面同士でし
たが、クラブや年齢の枠を超え
てプレーを楽しまれていました。
　試合の後、コロナ禍で延期に
なった３年を含め４年ぶりに
懇親会が開催されました。
　ホテルセイリュウで行われ
た懇親会では、各府県による歌
や出し物、クイズなどで盛り上
がり、最後は全員で河内音頭を
踊っての大団円。心に残る素

第23回レッドソン杯シニアバドミントン交流会 台北モーニングカップ2024

アジア選手権に参加して

（岡山・広島・山口・長崎・大阪・島根・高知）

日時：令和６年３月15日（金）
会場：東大阪市立総合体育館

　平素より私の活動に対し連盟の役員
の方々をはじめたくさんの方々に応援
頂き誠にありがとうございます。
　今回中国寧波市（Ningbo）で４月９
日から４月１4日に開催されましたア
ジア選手権に国際線審として参加いた
しました。
　この大会には３年連続の参加となり
ました。
　過去２回と大きく異なったのは今回
は国際線審が私１人という事です。
　過去２回は私以外に他国の国際線審
の方が数名参加されていました。

　２0２4年３月２6日（火）
～４月１日（月）まで台
北体育館にて【２0２4年
5２屆世界清晨盃】が開
催されました。
　総参加者数4,７5３名、内外国人選手１,44８名、計２２か
国からバドミントン愛好者が集まり、男女ダブルス、
シングルス、混合以外に、夫婦や親子、孫と祖父母ダブ
ルスなど楽しそうな種目もたくさんありました。
　今回は、大阪府レディースバドミントン連盟より
３ペアが出場し全エントリー種目でメダルを獲得と
いう素晴らしい結果を残すことができました。

・合算	 110歳 甲組 竹田・希有組　優勝
・合算	 100歳 甲組 羽生・山内組　三位
・合算	 100歳 乙組 池田・春吉組　準優勝
・年齢別		 50歳 甲組 竹田・希有組　優勝
・年齢別		 50歳 乙組 池田・春吉組　優勝

敵な大阪の一夜になりました。
　「来年もお会いしましょう！」
を合言葉に、次回の開催を楽し
みにする皆さんでした。

　私１人だけという事でとても不安な
気持ちでおりましたが現地の皆さんが
とても暖かく迎え入れて下さり、日本
語を勉強中という学生の方が日本語で
話かけて下さりとあっという間に不安
は無くなり楽しい日々を送る事が出来
ました。
　大会もとても大きな体育館で試合開
始のオープニングが何かのショーが始
まるのかというくらいにコートを色と
りどりの照明で照らされてとても興奮
しました。
　現地の方々はバドミントン王国とい
う誇りをもっていらして自信に満ちた
JudgeとSignalをされておりとても素

晴らしく私自身も勉強になりました。
他にもたくさん勉強になった事があり、
これらを大レ審判部に伝えて、国際親善
大会に繋げて行きたいと思います。

東大阪M.B.C 米倉恵里


